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生涯現役で楽しく仕事を！
　シルバー人材センターは、高齢者が働くことを通じて
生きがいを得るとともに、地域社会の活性化に貢献する
組織です。鏡石町シルバー人材センターには、様々な分
野で職業経験豊富な高齢者 87人が登録しています。
　今月号では、シルバー人材センターの取り組みを紹介
します。

シルバー人材センター   

水
は
貴
重
な
限
り
あ
る
大
切
な
資
源
で
す

　

水
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る
た

め
、
毎
年
８
月
１
日
は
「
水
の

日
」
、
８
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

の
１
週
間
は
「
水
の
週
間
」
と
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に

水
の
大
切
さ
や
節
水
に
つ
い
て
考

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

鏡
石
町
の
水
道
水

浄
水
場
の
仕
組
み

水
道
水
を
ポ
ン
プ
に
よ
り
圧
送
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
み
な
さ
ん
の
家

庭
に
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

１
日
に
１
人
が
使
う
水
の
量

節
水
を
心
が
け
て
！

け
て
い
く
た
め
に
は
、
普
段
か
ら

水
を
大
切
に
使
っ
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
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「
水
の
日
」・「
水
の
週
間
」

　

町
の
水
道
水
は
、
全
て
地
下
水

に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
水

源
と
な
る
井
戸
は
、
町
内
に
13
箇

所
あ
り
、
そ
の
深
さ
は
１
６
０
ｍ

〜
２
２
０
ｍ
で
、
「
深
井
戸
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

地
下
水
は
、
水
量
、
水
質
、
水

温
が
比
較
的
安
定
し
て
い
ま
す

が
、
一
定
の
時
間
に
流
れ
込
む
水

量
は
限
ら
れ
て
お
り
、
水
に
含
ま

れ
る
成
分
と
し
て
は
、
特
に
鉄
分

が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

安
全
で
安
心
な
水
道
水
は
、
浄

水
場
で
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
水
源

か
ら
く
み
上
げ
ら
れ
た
水
は
、
町

内
３
箇
所
の
浄
水
場
で
ろ
過
、
消

毒
さ
れ
、
水
質
基
準
を
満
た
し
た

　

令
和
５
年
度
の
１
年
間
、
町
内

の
各
家
庭
や
工
場
、
会
社
な
ど
で

１
，
１
９
８
，
１
０
９
㎥
の
水
が

使
用
さ
れ
ま
し
た
。
１
日
あ
た
り

に
す
る
と
、
約
３
，
２
７
４
㎥

（
町
民
プ
ー
ル
す
い
す
い
約
8
杯

分
）
の
水
が
使
用
さ
れ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、
各
家
庭
に
お
け
る

水
の
使
用
量
を
見
て
み
る
と
、
１

日
１
人
当
た
り
約
２
７
６
リ
ッ
ト

ル
の
水
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
生
活
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
水
に
も
限
り
が
あ
り
ま

す
。
地
下
水
位
の
低
下
や
湧
水
量

の
減
少
な
ど
、
井
戸
と
し
て
の
機

能
の
維
持
が
危
ぶ
ま
れ
る
事
態
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
将
来
に
わ
た
っ

て
私
た
ち
が
地
下
水
の
恩
恵
を
受

旭
町
浄
水
場
解
体
工
事
に

つ
い
て

　

令
和
４
年
度
10
月
か
ら
の
新
し

い
鏡
石
浄
水
場
の
本
稼
働
に
伴

い
、
昭
和
39
年
度
か
ら
58
年
間
、

町
の
水
道
を
支
え
て
き
た
旭
町
浄

水
場
を
解
体
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

　

工
事
期
間
中
は
ご
近
隣
の
皆
様

を
は
じ
め
、
町
民
の
皆
様
に
も
何

か
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
す
る
こ
と

と
存
じ
ま
す
が
、
細
心
の
注
意
を

払
い
、
慎
重
に
解
体
を
進
め
て
参

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力

の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
す
。節水のポイント

＊歯磨きするときは、コップに水をくんで
＊蛇口はきちんと閉めて　＊洗車はバケツ洗いで
＊食器洗いや野菜洗いをするときは、水をためて
＊お風呂の残り湯は洗濯などに再利用
＊シャワーを使う時はこまめに開け閉めする
＊トイレを節水型にする

水
道
料
金
改
定
の
検
討
に

つ
い
て

　

水
道
事
業
は
、
地
方
公
営
企
業

と
し
て
独
立
採
算
制
に
よ
り
経
営

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
水
を
き
れ

い
に
し
て
お
届
け
す
る
費
用
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
浄
水
場
や
水
道

管
を
整
備
し
、
維
持
す
る
た
め
の

費
用
も
ま
た
、
水
道
料
金
収
入
に

よ
り
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
急
速
に
進
む
人
口
減

少
や
節
水
機
器
の
普
及
な
ど
に
よ

る
水
道
料
金
収
入
の
減
少
と
、
電

気
料
や
施
設
の
修
理
な
ど
の
諸
経

費
の
高
騰
が
、
水
道
事
業
の
経
営

に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま

す
。

　

町
上
下
水
道
課
で
は
、
今
後
も

安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
水
道
水

の
供
給
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、

生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

水
道
を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に
も
、
経
営
の
基
盤
と
な
る

水
道
料
金
の
改
定
に
つ
い
て
現
在

検
討
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

●

問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課
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水
道
を
た
く
さ
ん
使
っ
た
記
憶

が
な
い
の
に
水
道
料
金
が
い
つ
も

よ
り
高
い
と
思
っ
た
ら
漏
水
の
疑

い
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、

家
に
あ
る
水
道
メ
ー
タ
ー
で
水
漏

れ
し
て
い
な
い
か
確
認
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

〈
確
認
の
仕
方
〉

①
家
に
あ
る
水
道
・
蛇
口
な
ど

を
、
全
て
し
っ
か
り
閉
め
て
く
だ

さ
い
。

②
水
道
メ
ー
タ
ー
の
「
パ
イ
ロ
ッ

ト
」
が
回
転
し
て
い
る
か
を
１
分

間
程
度
観
察
し
て
く
だ
さ
い
。

※
パ
イ
ロ
ッ
ト
が
わ
ず
か
で
も
動

い
て
い
た
ら
漏
水
の
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、

町
指
定
給
水

工
事
事
業
者

に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

漏
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

パイロット

シルバー人材センターの仕事の仕組みと抱える課題シルバー人材センターの仕事の仕組みと抱える課題

　シルバー人材センターは、地域社会に密着した「臨時的かつ短期的又はその他の軽易な業務（その　　　
他の軽易な業務とは、特別な知識又は技能を必要とすることその他の理由により同一の者が継続的に当該
業務に従事することが必要である業務をいいます）」を家庭、企業、公共団体などから引き受け、会員の
希望や能力に応じて提供します。
　会員はセンターから基本的に請負又は委任の形式により仕
事を引き受けます。
　仕事内容は、除草（草むしり）、草刈り（機械刈り）、剪定、
樹木の伐採などの屋外作業、公共施設の管理、工場等の作業
補助など屋内での作業があります。
　近年、シルバー人材センター会員数の減少、高齢化が進ん
でおり、存続の危機という問題に直面しています。この背景
には、高齢者の社会参加が難しくなる環境や、若年層の関心
の低下などが考えられており、今後の存続に向けて新たな戦
略が求められています。　

鏡石町シルバー人材センター会員募集

●問い合わせ先　町シルバー人材センター　☎ 62-7171

【条　　件】  町内在住 60歳以上の方
【就業時間】要相談

　町シルバー人材センターでは一緒に働く会員を募集しています。生涯現役を目指す仲間
づくり、健康維持など、様々な目的を持って、たくさんの会員が活躍しています。
　興味を持たれた方については、ぜひとも下記までご連絡ください。
※仕事内容や頻度などについては、個人の希望に沿えるよう相談に
　応じます。

　　　　　　　　　　　その人のやりたいことや能力な
　　　　　　　　　　どに合わせて活動しているので、
　　　　　　　　　　無理なく続けられると思います。
　シルバー人材センターの会員として活動していると、
人との繋がりもできますし、活動が社会貢献に繋がり、
生きがいとなって、日々を楽しく生き生きと過ごせるよ
うになると思います。何か活動をしてみたいと、少しで
も興味を持った方はぜひともお問い合わせください。

理事長
稲
いな
田
だ
清
きよ
己
み
　さん

会員（最高齢）
佐
さ
藤
とう
 ヨシエさん（左）89歳

面
おも
川
かわ
 イエ子

こ
さん（右）91歳

Interview

　　　　　　　　　　　　　会員となってから、20年近く働
                                　いています。仕事内容は、主に草む
しりです。定年退職後にまた農業の傍ら何か活動をしたいと
思って始めたのがきっかけです。
　環境の変化など大変なこともありますが、身体を動かせる
こと、人とコミュニケーションがとれることなど良いことも
多いので、できるだけ続けたいと思っています。

鏡石町シルバー人材センターの皆さんにお話を伺いました！

作業の様子（草むしり）
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。

　

☎

＊大切なお知らせ＊ -ご理解のほどよろしくお願いします -


